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従来の Nose-C 形状（全長 7.8 m）を越えて伸びる可能性が示唆されている．その場合，ピッチト
リム性能や方向安定性の劣化が懸念されるところであり，早急な検証が求められている．そのた



















両翼端，および垂直尾翼端に高輝度 LED を搭載している．乾燥質量は Nose-C が 179 g，Node-Iが



















図３ 製作された 1/6スケール縮小機体 
 
３．理論と手法 
機体全長が従来の Nose-C形状（全長 7.8 m）を越えて伸びることによるピッチトリム性能およ
び方向安定性を検証するため，上記の Nose-C，-I，および-II形状の縮小機体を用いて，手投げ滑
Specification item M2011 Full-scale Vehicle M2011 1/6-scale Vehicle 
Wingspan [mm] 2413.5 402.3 
Aspect Ratio 2.71 2.71 
Main wing area [mm2] 2148465 59679.6 
Total length (Nose-A) [mm] 5800 966.7 
Total length (Nose-B) [mm] 6800 1133.3 
Total length (Nose-C) [mm] 7800 1300.0 
Total length (Nose-I) [mm] 8622.0 1437.0 
Total length (Nose-II) [mm] 9622.6 1603.7 
























𝐶𝑀,𝑐𝑔 = 𝐶𝑀,𝑐𝑔0 + 𝐶𝑀,𝑐𝑔,𝛼 ∙ 𝛼 + 𝐶𝑀,𝑐𝑔𝛿𝑒 ∙ 𝛿𝑒     (1) 
と記すことができる．また揚力係数は 








(𝐶𝑀,𝑐𝑔0 + 𝐶𝑀,𝑐𝑔,𝛿𝑒 ∙ 𝛿𝑒)     (3) 
となる．この時の揚力係数は式(3)を式(2)式に代入することで求められる． 
Nose-C 形状については，これまでの低速風試データより𝐶𝐿,0, 𝐶𝑀,𝑐𝑔0, 𝐶𝐿,𝛼 , 𝐶𝐿,𝛿𝑒 , 𝐶𝑀,𝑐𝑔,𝛼 , 𝐶𝑀,𝑐𝑔,𝛿𝑒
が求められている．それを用いて，エレベータ舵角𝛿𝑒に対するピッチトリム(𝐶𝑀,𝑐𝑔 = 0)状態の






(a) エレベータ舵角𝛿𝑒と迎角 αの関係 
 
(b) 迎角 αと揚力係数の関係 





  𝐶𝐿,0 = −0.0097,     𝐶𝑀,𝑐𝑔0 = 0.0529,    𝐶𝐿,𝛼 = 0.0543 [
1
𝑑𝑒𝑔
],     𝐶𝐿,𝛿𝑒 = −0.0089 [
1
𝑑𝑒𝑔
],     
𝐶𝑀,𝑐𝑔,𝛼 = −0.0299 [
1
𝑑𝑒𝑔












(a) 迎角 αと揚力係数 CLの関係 
 
(b) 迎角 α とピッチングモーメント係数 CMcg
の関係 








4[deg.]の時にピッチトリム状態となり，その際の迎角は 4.83[deg.]，揚力係数は 0.217 と推定され
た．さらに，Nose-I（実機全長 8.6 m）はエレベータ舵角 2[deg.]，Nose-II（実機全長 9.6 m）は-1[deg.]
の時にピッチトリム状態となることが明らかになった． 
これらの飛行試験結果よりノーズが長くなるほど頭上げとなる傾向がみられるものの，実機サ
イズでは全長約 9.6 mまでのピッチトリム性能およびピッチトリム周辺状態での方向安定性が確
認された． 
